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アミノレブリン酸合成酵素(ALAS)は，スフィンゴ脂質の生合成経路の初発律速酵素であるセリンパルミ

トイル基転移酵素(SPT)と同じグループに属する PLP 酵素で，グリシンとスクシニル CoA の縮合による

アミノレブリン酸の合成反応を触媒する．Caulobacter crescentus 由来 ALAS の変異体のプラスミドを作

成し,大腸菌内大量発現系を構築し,組み替えタンパク質の発現・精製をおこない，モスキートを用いて

スクリーニングを行ったところ，複数の条件で単結晶が確認できた．これらの条件をさらに詳細に検討

したところ，	 1.35Å分解能でのデータ収集に成功し，分子置換法によりアポ型酵素の構造を得る事が出

来た．また，基質の１つであるグリシンを共結晶化したものもアポ型酵素と同条件で得る事が出来，1.77

Å分解能で構造決定を行う事ができた．グリシン複合体結晶構造解析の結果，グリシンは補酵素である

PLPとシッフ塩基結合を形成することで酵素に結合していた．  
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